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こ
の
度
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、議
員
各
位
、

村
民
の
皆
様
の
ご
推
薦
・
ご
支
援
に
よ
り
当
選
の

栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
身
に
余
る

光
栄
で
あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
後
の
村
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

現
在
丹
波
山
村
が
直
面
し
て
い
る
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
問
題
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
空
き
家
の

利
活
用
・
移
住
者
の
受
け
入
れ
な
ど
早
期
に
施
策
を

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
丹
波
山
村
の
伝
統
的
な
農
業
、
林
業
、
観

光
業
に
つ
い
て
も
現
在
の
雇
用
を
守
り
な
が
ら
、
そ

の
魅
力
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
新
た
な
取
引
先
の
拡

大
に
つ
な
が
る
情
報
収
集
に
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
村
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
村
づ
く
り
の
た
め
、
防
災
対
策
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
お
年
寄
り
の
一
人
暮
ら
し
や
村
の
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
等
に
つ
き
ま
し
て

も
、
課
題
を
見
つ
け
そ
の
解
決
に
向
け
尽
力
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
私
が
座
右
の
銘
と
す
る
「
一
所
懸
命
」
を

旨
と
し
、
現
在
丹
波
山
村
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に

対
し
、
職
員
と
力
を
合
わ
せ
一
つ
ず
つ
解
決
し
て
い

く
よ
う
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

　
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

村
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

丹
波
山
村
　
村
長
　
舩
木
　
良
教

村
民
の
皆
様
が

　
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

　
　
村
づ
く
り
の
た
め

座
右
の
銘
「
一
所
懸
命
」
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■
○新
議
会
広
報
作
成

8
0
0
千
円

　
定
例
会
後
に
年
4
回
発
行
す
る
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
費

1
，
3
8
0
千
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
、
丹

波
山
村
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
地

域
活
性
化
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
。

　
・
返
礼
品
及
び
サ
イ
ト
利
用
手
数
料
等

　
・
年
間
目
標
額
　

3
，
0
0
0
千
円

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
費

3
6
，
0
0
0
千
円

　
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
て

村
の
活
性
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
本

村
へ
の
定
住
、
定
着
を
推
進
す
る
。

　
隊
員
数
　
平
成
28
年
度
　

8
名

　
　
　
　
　
平
成
29
年
度
　

9
名

■
中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援

　
事
業
費
（
村
単
）

4
，
0
9
4
千
円

　
3
月
補
正
予
算
で
措
置
し
た
県
補
助
事

業
に
つ
い
て
、
補
助
対
象
外
と
な
る
、
設

計
管
理
委
託
費
及
び
撤
去
工
事
費
等

■
○新
雲
取
山
登
山
入
口

　
公
衆
ト
イ
レ
管
理

1
，
2
8
3
千
円

　
平
成
28
年
度
に
整
備
し
た
公
衆
ト
イ
レ

の
維
持
管
理
費

■
橋
梁
長
寿
命
化
改
修
工
事

2
9
，
0
0
0
千
円

　
橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、

補
修
、
補
強
工
事
を
施
工
す
る
。

　
施
行
箇
所
　 

○新
保
之
瀬
橋

■
道
路
橋
梁
維
持
費3

5
，
0
0
0
千
円

　
村
道
鴨
沢
小
袖
線
舗
装
補
修
工
事

■
○新
救
急
救
命
士
養
成
費

1
，
2
0
0
千
円

　
救
急
救
命
士
養
成
に
丹
波
山
村
か
ら
1

名
参
加

　
費
用
2
，
4
0
0
千
円
（
丹
波
山
村
と

小
菅
村
で
各
1
／
2
負
担
）

■
村
単
教
員
配
置
事
業

1
2
，
4
6
0
千
円

　
児
童
生
徒
数
が
県
の
基
準
を
満
た
さ
な

い
た
め
、
必
要
な
教
員
を
村
単
独
で
配
置

す
る
。

　
小
学
校
　

2
名
（
H
28
　

3
名
）

　
中
学
校
　

1
名
　
養
護
教
諭

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
費

2
，
6
0
0
千
円

　
損
傷
が
激
し
い
獅
子
頭
の
補
修
費
を
助

成
す
る
。

■
○新
村
民
プ
ー
ル
濾
過
装
置
改
修
費

1
，
7
0
0
千
円

　
老
朽
化
し
た
濾
過
装
置
を
改
修
す
る
。

■
○新
給
食
セ
ン
タ
ー
備
品
購
入
費

2
，
6
3
1
千
円

　
老
朽
化
し
た
食
器
洗
浄
機
、
皮
む
き
器

を
更
新
す
る
。

■
○新
中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援

　
事
業
費
（
県
補
）2

4
，
0
4
1
千
円

　
収
益
性
の
高
い
農
産
物
等
の
生
産
・
販

売
等
を
支
援
す
る
た
め
、
農
林
産
物
直
売

所
等
の
改
修
を
行
う
。

　
1
　
農
林
産
物
直
売
所
の
増
築

8
，
1
0
0
千
円

　
2  

鹿
肉
処
理
加
工
施
設
の
増
築

1
5
，
9
4
1
千
円

■
基
金
積
立
金

2
2
0
，
3
0
2
千
円

　
平
成
28
年
度
の
基
金
の
利
子
及
び
剰
余

金
見
込
み
額
に
つ
い
積
み
立
て
を
行
う
。

　
1
　
財
政
調
整
基
金1

5
0
，
8
3
9
千
円

　
2
　
減
債
基
金
　  

6
4
，
5
5
9
千
円

　
　
他

■
条
例
改
正

　
職
員
給
与
条
例
、
消
防
団
員
条
例
の
改

正
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
28
年
度
補
正
予
算
　

　
中
山
間
所
得
向
上
支
援
事
業
と
し
て
施

設
の
改
修
工
事
や
基
金
へ
の
積
み
立
て
を

行
う
た
め
補
正
を
し
ま
し
た
。

　村議会の３月定例会は３月８日に開
会し、３月９日に閉会いたしました。
　審議された内容は、計画変更１件、
補正予算４件、村有財産の無償譲渡１
件、当初予算11件、条例改正４件の議
案が提出され、すべて原案のとおり可
決されました。

村
議
会

3月定例会

		

二
　
主
要
事
業

		

一
　
総
　
括
（
一
般
会
計
）

		

　
主
要
事
業

平
成
29
年
度

当
初
予
算
の
概
要

平
成
29
年
度

3
月
補
正
予
算
の
概
要

（単位：千円）

区　分 総　額

既定予算額 1,412,357

補正額 244,705

現計予算額 1,657,062
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会　　計　　名 本年度予算 前年度予算 差引増減額 増減率
一　般　会　計 1,224,756 1,196,861 27,895 2.3

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業勘定 149,987 146,401 3,586 2.4
国民健康保険直診勘定 90,534 92,562 △ 2,028 △ 2.2
簡易水道 45,540 32,616 12,924 39.6
水源の里保健休養施設 26,400 25,312 1,088 4.3
下水道 179,377 157,819 21,558 13.7
有線テレビ放送施設 8,563 10,602 △ 2,039 △ 19.2
教育奨励資金 1,445 2,204 △ 759 △ 34.4
介護保険 145,885 106,120 39,765 37.5
温泉事業 194,459 204,424 △ 9,965 △ 4.9
介護サービス事業 515 619 △ 104 △ 16.8
後期高齢者医療 13,333 13,454 △ 121 △ 0.9
小計 856,038 792,133 63,905 8.1

合　　　計 2,080,794 1,988,994 91,800 4.6

平成29年度当初予算一覧表	 （単位：千円、％）

科　　　目 予算額 構成比
1 村税 46,813 3.8%
2 地方譲与税 4,701 0.4%
3 利子割交付金 80 0.0%
4 配当割交付金 200 0.0%
5 株式等譲渡所得交付金 100 0.0%
6 地方消費税交付金 8,400 0.7%
7 自動車取得税交付金 770 0.1%
8 地方特例交付金 1 0.0%
9 地方交付金 636,000 51.9%
10 分担金及び負担金 2,021 0.2%
11 使用料及び手数料 9,408 0.8%
12 国庫支出金 33,230 2.7%
13 県支出金 19,667 1.6%
14 財産収入 1,503 0.1%
15 寄附金 3,000 0.2%
16 繰入金 159,420 13.0%
17 繰越金 10,000 0.8%
18 諸収入 138,242 11.3%
19 村債 151,200 12.3%

合　　　計 1,224,756

科　　　目 予算額 構成比
1 議会費 27,747 2.3%

2 総務費 183,262 15.0%

3 民生費 208,051 17.0%

4 衛生費 96,145 7.9%

5 農林水産業費 69,266 5.7%

6 商工費 82,641 6.7%

7 土木費 277,693 22.7%

8 消防費 63,097 5.2%

9 教育費 106,961 8.7%

10 災害復旧費 0 0.0%

11 公債費 107,893 8.8%

12 諸支出金 0 0.0%

13 予備費 2,000 0.2%

合　　　計 1,224,756

一般会計歳入内訳 （単位：千円、％）一般会計歳出内訳 （単位：千円、％）

平成
29年度

　丹波山村議会３月定例会において、平成29年度
の当初予算が審議され、一般会計及び10の特別会
計予算は原案どおり可決されました。
　平成29年度予算は、昨年度から引き続き「丹波
山村まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づく
事業の予算を計上し、一般会計は前年度比2,789
万５千円（2.3%）増の12億2,475万６千円となりま
した。

一般会計予算	12億2,475万6千円
特別会計予算	 8億5,603万8千円

平成29年度の主な事業
■ふるさと納税推進費
■中山間地域所得向上支援事業費
■橋梁長寿命化改修工事
■道路橋梁維持費

当初予算の概要
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地区名 区　長 区長代理 自主防会長 育成会 スポーツ推進員 隣　　保　　長

奥　秋 木下　栄和 木下　和彦 木下　浩一 木下　栄和 瀧本　清明
嶋﨑八重美

１木下　修一　　２河村　康治　　３木下　浩一
４木下　寿文　　５田辺　弘幸　　６河村　秋夫

上　組 小池　文夫 嶋﨑　義人 廣瀬　俊之 小原　由美 嶋﨑　竜馬
守屋真由美 １嶋﨑　義人　　２小池　文夫

中　組 守屋　孝芳 武井　明信 藤原　貢 守屋　美鈴 守岡　公寿
守岡　美香

１守屋　雅博　　２守岡　栄喜　　３舩木マサ子
４舩木　　忠

下　組 廣瀬　直照 坂本　五一 坂本　五一 芦澤将一郎 岡部　英利
酒井　勝平

１舩木　利春　　２坂本　五一　　３山本　栄二
４坂本アキコ　　５守岡　富雄

高　尾 山田　　久 唐沢　文夫 嶋崎　　勉 嶋崎まさ江 嶋崎　忠久
守屋　秀寿

１河村　大作　　２嶋崎　　勉　　３青柳　敏彦
４酒井　新吉　　５守屋　忠光

押垣外 白木　孝郎 舩木　正之 岡部　昭夫 近藤　　洋 舩木　政和
舩木　良美 １岡部　国明　　２中畑　敏江　　３舩木　政和

保之瀬 河村　豊作 岡部　守男 岡部　　清 長谷川達弥 小林　弘幸
長谷川達弥 １舩木　祥生　　２岡部　　清　　３河村　豊作

東　部 酒井　智生
小林　敏男
青柳スミ子
河村　直樹

松島　信一 河村　直樹
友井　啓太

１酒井　智生　　２山田　正和　　３吉野　皓司
４河村　義信　　５河村　光義　　６河村　清一
７青柳スミ子　　８酒井きぬ子

平成29年度　各地区新役員名簿

温かな善意
ありがとう

ございました

社会福祉協議会へ
５万円　匿　名

福祉のために

　
守
岡
登
美
子
さ
ん
（
丹
波
山
村
2
5
7
1
番
地
）

が
平
成
29
年
4
月
1
日
付
け
で
、
総
務
大
臣
よ
り

丹
波
山
村
の
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
は
、
毎
月
左
記
の
日
程
で
定
例
行
政

相
談
所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
相
談
は
自
宅
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

▼
毎
月
第
2
水
曜
日
　
10
時
～
12
時

　
小
学
校
体
育
館
下
和
室

　
平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
大
月
市
・
上
野
原
市
・

小
菅
村
・
丹
波
山
村
の
4
市
村
広
域
連
携
に
よ
る

相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
月
、
上
野
原
両
市
が
各
々
委
嘱
し
た
相
談
員

が
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
2
市
の
み
な
ら
ず
小
菅
、
丹
波
山
両
村
の
住
民

の
方
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
相
談
窓
口
の
開
設
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
の
で
、
消
費
生
活
で
の
お
困
り
ご
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口

　
○
大
月
市
　
…
毎
週
火
・
金

　
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

　
　
☎
0
5
5
4
︲
2
3
︲
8
0
2
3

　
○
上
野
原
市
…
毎
週
月
・
木

　
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

　
　
☎
0
5
5
4
︲
6
2
︲
3
1
1
4

　
○
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
…
毎
週
月
～
金

　
　
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

　
　
☎
0
5
5
4
︲
4
5
︲
5
0
3
8

行
政
相
談
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

消
費
者
行
政
相
談
広
域

窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　　　中組の守屋武彦さん
が5月1日に、90歳のお誕生
日を迎えられ、村から記念
品等を贈呈しました。
　当日は訪問した岡部村長、
老人クラブ会長と健康の秘
訣の話などに話を弾ませて
いました。
　とても元気な様子で、素敵な笑顔で話されていたのが印象的でした。
これからも健康にご留意され、いつまでも、お元気で。
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▲ 熱心にパソコンについて講座を聞いています。

▲ 小菅正夫氏 ▲ ＮＰＯ法人小さな村総合研究所
代表理事　小村幸司氏

　４名の色々な方々への感謝の気持ち
が伝わる、心温まる卒業式でした。
　これから離れ離れになりますが、それ
ぞれの進学する高校で新しいことにチャ
レンジしてほしいと思います。ご卒業おめ
でとうございます。

　３月13日（月）、第70回丹波中学校卒業証書授与式が
開催し、舩木俊成君、廣瀬賢君、岡部晃也君、嶋﨑龍弥
君の４名が卒業しました。

　３月17日（金）、第141回丹波小学校卒業証
書授与式が挙行され、嶋﨑美月さん、長谷川寿
樹君、守屋純菜さん、山田アユミさんが卒業しま
した。
　思い出がたくさん詰まった丹波小学校に別れ
を告げ、これからは丹波中学校に進学します。

　平成29年３月24日（金）、丹波山保育所卒所
式を挙行いたしました。
　卒所式は２年ぶりの開催となり、舩木結愛
ちゃん、白木昴くん、占部莉紗ちゃんの３名
が思い出のたくさん詰まった保育所を卒所しま
した。

丹波中学校卒業証書授与式丹波中学校卒業証書授与式

丹波小学校
卒業証書授与式
丹波小学校
卒業証書授与式

平成28年度
保育所卒所式
平成28年度
保育所卒所式

▲ お世話になった多くの方々と記念撮影

▲ 力強く希望にあふれた合唱でした

▲ 涙をこらえている姿が印象的でした▲ 大好きな先生・お友達と一緒に

　３月11日（土）ＮＰＯ法人設立記念とし
て、旭山市立旭川動物園名誉園長、札幌市
環境局円山動物園担当の小菅正夫氏による
「旭山動物園がどうして日本一になれたの
か」についての講演をいただきました。
　それまでの動物園の常識にとらわれない
様々な工夫や、逆境へ立ち向かう姿勢など熱
心に講演していただきました。
　また、同日にはＮＰＯ法人小さな村総合研
究所の設立発表会や、地域おこし協力隊に
よる活動報告などが行われました。

　平成29年３月15日（水）を含む５日間、
村民向けのホームページ作成講座を開催し
ました。
　当日は、元地域おこし協力隊の依田望
氏をお招きし、パソコンについての基礎講
座からホームページ作成講座まで、幅広く
村民向けに講座を行っていただきました。

ＮＰＯ法人小さな村総合研究所

設立記念 特別講演会
ホームページ作成講座

開催しました。
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▲ 熱心にパソコンについて講座を聞いています。

▲ 小菅正夫氏 ▲ ＮＰＯ法人小さな村総合研究所
代表理事　小村幸司氏

　４名の色々な方々への感謝の気持ち
が伝わる、心温まる卒業式でした。
　これから離れ離れになりますが、それ
ぞれの進学する高校で新しいことにチャ
レンジしてほしいと思います。ご卒業おめ
でとうございます。

　３月13日（月）、第70回丹波中学校卒業証書授与式が
開催し、舩木俊成君、廣瀬賢君、岡部晃也君、嶋﨑龍弥
君の４名が卒業しました。

　３月17日（金）、第141回丹波小学校卒業証
書授与式が挙行され、嶋﨑美月さん、長谷川寿
樹君、守屋純菜さん、山田アユミさんが卒業しま
した。
　思い出がたくさん詰まった丹波小学校に別れ
を告げ、これからは丹波中学校に進学します。

　平成29年３月24日（金）、丹波山保育所卒所
式を挙行いたしました。
　卒所式は２年ぶりの開催となり、舩木結愛
ちゃん、白木昴くん、占部莉紗ちゃんの３名
が思い出のたくさん詰まった保育所を卒所しま
した。

丹波中学校卒業証書授与式丹波中学校卒業証書授与式

丹波小学校
卒業証書授与式
丹波小学校
卒業証書授与式

平成28年度
保育所卒所式
平成28年度
保育所卒所式

▲ お世話になった多くの方々と記念撮影

▲ 力強く希望にあふれた合唱でした

▲ 涙をこらえている姿が印象的でした▲ 大好きな先生・お友達と一緒に

　３月11日（土）ＮＰＯ法人設立記念とし
て、旭山市立旭川動物園名誉園長、札幌市
環境局円山動物園担当の小菅正夫氏による
「旭山動物園がどうして日本一になれたの
か」についての講演をいただきました。
　それまでの動物園の常識にとらわれない
様々な工夫や、逆境へ立ち向かう姿勢など熱
心に講演していただきました。
　また、同日にはＮＰＯ法人小さな村総合研
究所の設立発表会や、地域おこし協力隊に
よる活動報告などが行われました。

　平成29年３月15日（水）を含む５日間、
村民向けのホームページ作成講座を開催し
ました。
　当日は、元地域おこし協力隊の依田望
氏をお招きし、パソコンについての基礎講
座からホームページ作成講座まで、幅広く
村民向けに講座を行っていただきました。

ＮＰＯ法人小さな村総合研究所

設立記念 特別講演会
ホームページ作成講座

開催しました。

丹
波
山
村
消
防
団

任
命
式
挙
行

　
平
成
29
年
4
月
1
日
（
土
）
郷
土
民
俗
資
料
館
2
階
会
議
室
に
て
、
平
成

29
年
丹
波
山
村
消
防
団
任
命
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
新
幹
部
の

辞
令
交
付
や
、
6
名
の
新
入
団
員
が
消
防
団
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
村
民
の
皆
様
の
安
心
安
全
の
た
め
、
訓
練
等
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
新
幹
部
】

　
第
一
部
部
長
　
　

　
　
守
岡
　
辰
之

　
第
二
部
部
長
　
　

　
　
岡
部
　
直
也

　
第
一
部
専
任
班
長

　
　
守
岡
　
公
壽

　
第
二
部
専
任
班
長

　
　
守
屋
　
　
剛

　
本
部
専
任
班
長

　
　
長
谷
川
達
弥

【
新
入
団
員
】

　
伊
東
　
　
旭
、
藤
本
　
　
尭

　
保
坂
　
幸
德
、
本
間
　
祐
司

　
佐
藤
　
駿
一
、
西
山
　
正
海

平
成
29
年
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5
月
31
日
（
世
界
禁
煙
デ
ー
）
～

6
月
6
日
は
、「
禁
煙
週
間
」
で
す
。

　
た
ば
こ
が
健
康
に
与
え
る
影
響
は
大
き

く
、
禁
煙
は
が
ん
・
循
環
器
病
等
の
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
上
で
重
要
で
す
。
ま

た
、
受
動
喫
煙
や
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
危

険
性
を
踏
ま
え
る
と
、
喫
煙
習
慣
は
個
人

の
嗜
好
に
と
ど
ま
ら
な
い
問
題
で
す
。
安

全
で
お
い
し
い
丹
波
山
の
空
気
は
み
ん
な

の
も
の
で
す
。

●
知
っ
て
く
だ
さ
い
受
動
喫
煙
の
こ
と

　
受
動
喫
煙
と
は
、
喫
煙
者
本
人
の
み
な

ら
ず
、
周
囲
に
い
る
人
が
た
ば
こ
の
煙
に

さ
ら
さ
れ
て
健
康
に
影
響
を
受
け
る
こ
と

で
す
。
た
ば
こ
の
先
端
か
ら
立
ち
上
が
る

「
副
流
煙
」
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
ら
な
い

分
、「
主
流
煙
」
よ
り
も
高
い
濃
度
の
有
害

物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
風
が
な
い
状
態
で
も
、
煙
は
14
m
先
ま

で
到
達
す
る
為
、
知
ら
ず
に
身
近
な
人
に

も
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
た
ば
こ
・
喫
煙
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
食
は
健
康
の
基
本
で
す
。
毎
日
を
い
き

い
き
と
過
ご
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
も

身
体
も
健
康
的
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、

「
食
べ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

●�

こ
ん
な
こ
と
も
「
食
育
」
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
家
族
や
友
人
と
楽
し
く
食
卓
を
囲
む

　
自
分
の
食
事
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
る

　
1
日
3
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
習
慣
を
身

に
つ
け
る

　
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
「
い
た
だ
き

ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
あ
い
さ
つ
を

す
る

　
箸
の
正
し
い
持
ち
方
や
食
器
の
置
き
方

を
身
に
つ
け
る

　
庭
や
畑
等
で
野
菜
を
育
て
、「
旬
」
の
野

菜
を
料
理
す
る

　
新
鮮
で
安
心
で
き
る
食
材
の
選
び
方
を

身
に
つ
け
る

●�
「
日
本
型
の
食
生
活
」
の
良
さ
を
取
り
入

れ
ま
し
ょ
う

☆
食
生
活
の
変
化

　
米
・
野
菜
の
摂
取
量
が
減
り
、
肉
類
や

油
脂
類
が
多
い
欧
米
型
の
食
生
活
に
変
化

し
て
き
ま
し
た
。

☆ 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
優
れ
た
「
日
本
型
食

生
活
」

　「
日
本
型
食
生
活
」
と
は
、
日
本
の
気
候

風
土
に
適
し
た
米
（
ご
は
ん
）
な
ど
の
主

食
を
中
心
に
、魚
や
肉
な
ど
の
主
菜
、野
菜
、

海
藻
、
豆
類
な
ど
の
副
菜
な
ど
、
多
様
な

お
か
ず
を
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
る
食
生
活

を
い
い
ま
す
。

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
日
本
各
地
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水

産
物
を
多
彩
に
盛
り
込
ん
で
い
る
の
が
特

徴
で
す
。
食
料
自
給
率
の
向
上
や
各
地
で

古
く
か
ら
育
ま
れ
て
き
た
食
文
化
の
継
承

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　「
和
食
・
伝
統
的
な
日
本
の
食
文
化
」
が

平
成
25
年
12
月
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
、「
日
本
型
食
生
活
」
は
世

界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、「
食
育
月
間
」
を
機
会
に
、

是
非
「
日
本
型
食
生
活
」
を
取
り
入
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
本
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
授
業
や

校
内
の
様
子
を
公
開
し
ま
す
。

▼
日
　
時

　
平
成
29
年
6
月
8
日
（
木
）

　 

午
前
9
時
45
分
～
12
時
（
受
付
9
時
30

～
9
時
45
分
）

　
参
加
を
御
希
望
の
方
は
、
5
月
末
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
山
梨
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校

　
相
談
支
援
部
（
深
澤
）

　
〒
4
0
9
︲
0
5
0
1

　
大
月
市
富
浜
町
宮
谷
1
4
9
7

　
☎
0
5
5
4
︲
2
3
︲
1
9
4
3

　
�
0
5
5
4
︲
2
3
︲
1
9
4
6

～
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
～

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の

こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時

　
平
成
29
年

　
7
月
9
日
（
日
）
～
7
月
11
日
（
火
）

　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

▼
場
　
所

　
県
立
ろ
う
学
校（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

▼
対
　
象
　
0
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

▼
相
談
内
容

１ 

　「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る

悩
み
の
相
談

２ 

　「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
に
つ

い
て
（
育
児
相
談
）

３ 

　「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に
つ
い

て
（
教
育
相
談
）

４
　
聴
力
測
定

５
　
補
聴
器
相
談

▼
申
し
込
み
方
法

　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
（
締
め
切
り
は
7
月
5
日

（
水
）
午
後
3
時
ま
で
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
0
5
5
3
︲
2
2
︲
1
3
7
8

　
�
0
5
5
3
︲
2
2
︲
6
4
1
9

　 （
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」）

☆
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

☆ 

完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

☆ 

こ
の
相
談
会
は
、
ろ
う
学
校
入
学
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　
山
梨
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
障
が
い

教
育
に
関
す
る
一
層
の
ご
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、「
山
梨
県
立
盲
学
校
　
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
　
2
0
1
7
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

▼
日
　
時

　
平
成
29
年
6
月
24
日
（
土
）

　
午
前
9
時
か
ら
午
後
2
時
ま
で

▼
場
　
所

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2
︲
10
︲
2
）

お
知
ら
せ
　Inform

ation

や
ま
び
こ
支
援
学
校
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

夏
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

た
ば
こ
と
健
康
に
つ
い
て

考
え
よ
う

毎
年
6
月
は

「
食
育
月
間
」
で
す
！

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ご
案
内
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▼
内
　
容

　
盲
学
校
の
概
要
説
明
お
よ
び
校
内
・
授

業
見
学

▼
対
　
象

・ 
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
生

徒
、
成
人
及
び
保
護
者

・ 

教
育
・
福
祉
関
係
及
び
視
覚
障
が
い
教

育
に
関
心
の
あ
る
方
々

・ 

本
校
へ
の
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方
と

そ
の
家
族
及
び
関
係
者
　
等

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
受
付

　
山
梨
県
立
盲
学
校
（
担
当
：
河
西
　
保
坂
）

　
☎
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
1

　
�
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
2

　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で（
月
～
金
）

※
締
め
切
り
は
6
月
21
日
（
水
）
正
午

▼
そ
の
他

・ 

年
間
通
し
て
電
話
及
び
メ
ー
ル
に
よ
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・ 

毎
週
水
曜
日
及
び
木
曜
日
午
前
9
時
か

ら
正
午
、
午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時
ま

で
を
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談
日
と
し

て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
立
盲
学
校
（
担
当
：
河
西
・
保
坂
）

　
☎
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
1

　
�
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
2

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w.ysvi.kai.ed.jp/

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を

感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に

障
が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に

課
題
が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ

て
い
る
先
生
な
ど
、
見
え
方
や
目
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
御
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
日
　
時

　
平
成
29
年
7
月
1
日
（
土
）

　
　
　
　
　
7
月
2
日
（
日
）

　
　
　
　
　
8
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　
8
月
27
日
（
日
）

※
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

　（
1
件
に
つ
き
約
1
時
間
の
相
談
）

▼
場
　
所

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2
︲
10
︲
2
）

▼
内
　
容

　
盲
学
校
教
員
に
よ
る
、
見
え
方
や
見
え

に
く
さ
の
サ
ポ
ー
ト
等
に
つ
い
て
の
相
談

▼
対
　
象

・ 

視
覚
に
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
、
成
人

お
よ
び
保
護
者

・ 

教
育
・
福
祉
関
係
及
び
視
覚
障
が
い
教

育
に
関
心
の
あ
る
方
々

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
受
付

　 

山
梨
県
立
盲
学
校
（
E
y
e
愛
ひ
と
み

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　
担
当
　
吉
田
・

薬
袋
）

　
☎
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
1

　
�
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
2

　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で（
月
～
金
）

※ 

締
め
切
り
は
各
相
談
会
開
催
週
の
木
曜

日
午
後
5
時

▼
そ
の
他

　
年
間
通
し
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
（
平
日
）

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　 

山
梨
県
立
盲
学
校
（
E
y
e
愛
ひ
と
み

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
／
吉
田
・
薬
袋
）

　
☎
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
1

　
�
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
2

　
山
梨
県
立
盲
学
校
で
は
、
次
の
日
程
で

「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
2
0
1
7
」
を
開
催
し

ま
す
。

　「
見
え
方
」
に
心
配
の
あ
る
子
ど
も
さ
ん

か
ら
成
人
の
方
、
保
護
者
の
方
々
、
支
援

を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
を
対
象
に
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　
同
じ
悩
み
を
持
つ
方
と
話
を
し
た
り
、

情
報
交
換
を
し
た
り
で
き
る
機
会
で
す
。

　
ま
た
、
拡
大
読
書
器
や
弱
視
レ
ン
ズ
等

の
見
え
に
く
さ
を
補
助
す
る
機
器
や
、
目

や
耳
の
不
自
由
な
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に

楽
し
め
る
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
展
示
し
、
実

際
に
触
っ
て
確
か
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

関
心
の
あ
る
皆
様
、
是
非
ご
来
場
下
さ
い
。

▼
日
に
ち

　
平
成
29
年
7
月
22
日
（
土
）

▼
場
　
所

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2
︲
10
︲
2
）

▼
対
　
象

・ 

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
乳
幼
児
・
児

童
・
生
徒
、
成
人
及
び
保
護
者

・ 

教
育
・
福
祉
関
係
及
び
視
覚
障
が
い
教

育
等
に
関
心
の
あ
る
方
々
ど
な
た
で
も

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
受
付

　
展
示
見
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前
申

し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　 

山
梨
県
立
盲
学
校
（
E
y
e
愛
ひ
と
み

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
／
担
当
　
安
田
・

薬
袋
）

　
☎
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
1

　
�
0
5
5
︲
2
2
6
︲
3
3
6
2

夏
の
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
会

の
ご
案
内

「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
１
７
」
の

ご
案
内
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雲取山登山口トイレ
完成しました。
雲取山登山口トイレ
完成しました。

　平成29年３月30日（木）、雲取山登山口駐車場
内に公衆トイレが完成いたしました。雲取山、七ツ
石山登山をされる登山客の皆様にご活用いただき、
楽しい登山の一助となればと思います。

山梨県がん患者サポートセンターからのお知らせ

　　　　　平成29年6月8日（木）
　　　　　午後1時30分〜午後4時

　　　　　富士河口湖町　中央公民館　2階　研修室1・2
　　　　　（富士河口湖町役場駐車場西）
　　　　　富士河口湖町船津1747

　　　　　がん患者・がん患者の家族や関係者

▶問合せ　山梨県がん患者サポートセンター
　　　　　☎055-227-8740（要予約）

※�保健師・ピアサポーター（がんを経験した仲間）が
　がんの悩みや心配ごと等の相談をお受けします。
　当日参加も可能ですが事前の予約が確実です。
　お気軽にお電話下さい。

車検診について

施設検診について

「出張がん相談」を
実施します。

子宮がん検診

「丹波山村歯っぴい8020達成者 及び
6024達成者表彰」募集のお知らせ

20歳以上の女性

2,200円

　県内約40か所の指定医療機関で検診を
受けることができます。詳しくは、住民生
活課にお問い合わせください。

対象者

負担金

平成29年6月1日（木）
午後2時〜午後2時30分

高齢者生活福祉センター前

20歳以上の女性

1,000円

日　時
日　時

場　所
場　所

対　者

対象者

負担金

5月23日（火）〜26日（金）　午前8時30分〜午後5時まで

①8020達成者表彰　�平成29年4月1日現在、80歳以上の方で20本以上ご自分の歯が
ある丹波山村在住の方（過去に表彰を受けた方は除く）

②6024達成者表彰　�平成29年4月1日現在、60歳以上の方で24本以上ご自分の歯が
ある丹波山村在住の方（過去に表彰を受けた方は除く）

平成29年6月上旬

募集期間

対 象 者

表彰実施予定日 ▶問い合わせ先　住民生活課　☎88-0211

　食生活改善推進員は、「私たちの健康は私たち
の手で」を合言葉に地域の方々と一緒に「食」に
ついて勉強し、ヘルスメイトとして健康づくりの
為に活動しています。
　元気あふれる仲間がいます。是非、村民の健康
づくりの為に一緒にボランティアをしませんか。
　養成講習は、10月に6回に渡り開催いたします。

　　　　��10月3日、5日、11日、19日、25日、26日

　　　　��午前9時30分〜午後4時まで

　　　　��調理実習・健康づくりに関する講和

▶問い合わせ先　住民生活課　☎88 - 0 2 1 1

時　間

内　容

日　時

食生活改善推進員
養成講習会のお知らせ
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平成29年度　丹波山村行政組織図	（平成29年５月10日　現在）

西山　正海
（東京都八王子市出身）

佐藤　駿一
（神奈川県茅ケ崎市出身）

石川　庸三
（東京都国分寺市出身）

保坂　幸德
（山梨県甲府市出身）

本間　祐司
（東京都町田市出身）

新入職員紹介課長 木下　喜人 ・課の統括　人事　広域
主査 守屋　　剛 ・財政全般　過疎対策　選挙　議会
主任 雨宮　真澄 ・税務全般　消防防災　給与　統計
臨時職員 佐々木明美 ・庶務
協力隊員 岡部　　徹 ・地域おこし協力隊
協力隊員 石川　庸三 ・地域おこし協力隊　
会計管理者（兼） 守屋　　剛 ・出納
臨時職員 吉野　松見 ・出納　庶務

課長 芦澤将一郎 ・課の統括
主幹 芦澤　泰士 ・児童福祉　簡易水道　環境・ゴミ
副主査 相生　有得 ・介護福祉　障がい福祉
副主査 中村　達也 ・戸籍、年金、老人クラブ、保育所
主事 西山　正海 ・国保、後期高齢
保健師 守屋　朋美 ・保健事業（担当地区：奥秋～押垣外）
保健師 藤森希美江 ・保健事業（担当地区：保之瀬～東部）
業務員 舩木　健一 ・水道技術員　
副主査 久保田崇史 ・保育士
主事 酒井　麻未 ・保育士
臨時職員 橋詰　幸子 ・給食調理　所内用務　
医師 古屋　禎男 ・医師
看護師 武井　千春 ・看護師
主事補 田中　裕子 ・医療事務
歯科医師 藤下　昌代 ・歯科医師　
センター長（兼） 芦澤将一郎 ・センター統括
副主査（兼） 相生　有得 ・事務
保健師（兼） 守屋　朋美 ・包括支援事業
保健師（兼） 藤森希美江 ・包括支援事業

課長 木下　武久 ・課の統括　
副主査 岡部　英利 ・土木全般　下水道　住宅　空き家バンク
主事 磯部　智博 ・林務全般　商工　創業支援
主事 中間　正藏 ・農務全般
協力隊員 保坂　幸德 ・地域おこし協力隊
協力隊員 佐藤　駿一 ・地域おこし協力隊

課長 長谷川達弥 ・課の統括　観光
主事 瀧本　清明 ・水源の里
協力隊員 垰野　　剛 ・地域おこし協力隊
協力隊員 寺崎　美紅 ・地域おこし協力隊
協力隊員 草薙　　豊 ・地域おこし協力隊
協力隊員 本間　祐司 ・地域おこし協力隊　
支配人 白木　敏彦 ・温泉統括
主事補 酒井　裕子 ・温泉・道の駅業務　
臨時職員 小池　文夫 ・村営つり場管理人
臨時職員 楳澤千代男 ・ローラーすべり台管理人

次長 吉野　一也 ・委員会事務の統括　学校教育　社会教育
主事 舩木　隆嘉 ・社会体育　有線テレビ　広報　ホームページ
協力隊員 福島　千冬 ・地域おこし協力隊　
臨時職員 木下　礼子 ・給食調理
臨時職員 岡部　智子 ・給食調理　
村単教員 櫻田　　薫 ・小学校教諭
村単教員 佐々木新樹 ・小学校教諭
村単教員 渡辺　玲良 ・中学校養護教諭
臨時職員 守屋　英子 ・小学校用務
臨時職員 広瀬　清美 ・中学校事務
臨時職員 清水　　都 ・中学校用務
ALT ダ ル ト ン  ・英語指導助手

局長（兼） 木下　喜人 　書記（兼）　守屋　　剛

局長（兼） 木下　喜人 　書記（兼）　雨宮　真澄

局長（兼） 木下　武久 　書記（兼）　中間　正藏

消防司令 舩木　正之 ・丹波山出張所長
消防司令補 河村　和彦
消防士長 舩木　政和
消防副士長 酒井　勝平
消防副士長 嶋﨑　祐貴
消防士 小俣　広樹
消防司令 舩木　秋広 ・小菅出張所長
消防司令補 木下　謙吾
消防司令補 舩木　潤一
消防副士長 堀内亜久里
消防士 鷹取　淳太
消防士 村上　奨太

出納室

保育所

　
診療所

地域包括支援
センター

地域おこし協力隊

温泉・道の駅

水源の里

給食センター

小・中学校

丹波山・小菅出張所

監査委員会事務局

固定資産評価審査委員会事務局

農業委員会事務局

住民生活課

振　興　課

総務企画課
村
長

舩
木

　良
教

教
育
委
員
会

大
月
市
消
防
署

温泉観光課

教育長

再任用　消防司令補　細川　春雄
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　２月19日（日）、山中湖村の交流プラザ
きららにて、第11回山梨県雪合戦大会が
開催されました。丹波山村からは丹波山
タバスキーチームが５年連続５回目の出
場を果たしました。
　当日は、富士山が見える抜群のロケー
ションの中で、チームは勇敢な戦いを果た
しましたが、惜しくも準々決勝にて敗退と
なりました。

山梨県雪合戦大会山梨県雪合戦大会
第11回▶ 

タ
バ
ス
キ
ー
も
見
守
っ
て
い
ま
す
。

▲ 富士山の下、正々堂々勝負しました！

　４月６日（木）、平成29年度丹波小学校
入学式が行われ、舩木結愛ちゃん、占部莉紗
ちゃんがキラキラと瞳を輝かせ入学を果たし
ました。
　小学校ではたくさんのお兄さんとお姉さん
に囲まれながら、色々なことを学んで行って
ほしいと思います。

　４月６日（木）、平成29年度丹波中学校
入学式が行われました。今年度は、嶋﨑美月
さん、長谷川寿樹さん、守屋純菜さん、山田
アユミさんが真新しい制服姿で、丹波中学校
の仲間入りを果たしました。
　卒業式からわずかの間でしたが、中学生
らしい立派な姿を見せてくれました。新たな
環境で、勉強・部活動など様々なチャレンジ
を行ってください。

丹波小学校入学式丹波小学校入学式丹波中学校入学式丹波中学校入学式

真剣に担任の先生の

話を聞いています。

すでに立派な
中学生の姿です。
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